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    令和８年２月　教育委員会　定例会

鈴鹿市教育委員会

議　　　　案

（第　２２１０号）

令和８年２月１０日



                          議案第２２１０号 

   令和８年度鈴鹿市教育費予算案について 

 議会の議決を経るべき次の議案について、原案のとおり了承する。 

 

 

 

                       令和８年２月１０日提出 

                       同日原案承認 

                    鈴鹿市教育長 廣田 隆延 

 

 

 

   令和８年度鈴鹿市教育費予算案 

   （ 別 紙 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づき市長か

ら意見を求められた令和８年度鈴鹿市教育費予算案について、教育委員会の

議決を得るため、この議案を提出する。 
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    令和８年２月　教育委員会　定例会

報　告　事　項

鈴鹿市教育委員会

令和８年２月１０日



 

令和８年度 鈴鹿市立学校の通学区域の弾力化による就学について 

 

令和８年１月 16 日：現在  

教育委員会事務局 学校教育課  

 

 

１  鈴鹿市立学校の通学区域の弾力化による就学  

（１）  旭が丘小学校  

受入校 受入人数 決定人数 

愛宕小学校 10 人程度 0人 

白子小学校 5 人程度 0人 

玉垣小学校 0人  

計 15 人程度 0人 

 

（２）白子中学校 

受入校 受入人数 決定人数 
小学校区 

稲生小 桜島小 旭が丘小 

鼓ケ浦中学校 20 人程度 0人 0人  0人 

天栄中学校 50 人程度 50 人 50 人   

創徳中学校 10 人程度 0人 0人 0 人  

千代崎中学校 5 人程度 0人  0 人 0人 

計 85 人程度 50 人 50 人 0 人 0人 
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2月定例教育委員会 

 

中学生ピロリ菌検診実施について 

 学校教育課 

 

１ １月 20 日 第 13 回 中学生ピロリ菌検診検討委員会について 

（１）令和６年度実施結果 及び 令和７年度実施状況  

 

 

 

【 今後のスケジュール 】 

令和８年２月頃  二次検査未受診者へ受診勧奨通知を再送予定 

（２）令和７年度について 

・二次検査受検率が昨年度より低く、再度受診勧奨が必要。 

・未受診の理由を確認し、次年度の受診率向上を検討していく。 

・二次検査を終え、大多数が異常なしとの結果が出たことが重要。 

（３）令和８年度について 

・案 内：検尿提出日前日に、生徒へは口頭で、保護者へは保護者連絡 

システム（tetoru
テ ト ル

）で周知。 

・配 布：令和７年度同様、学校検尿は学校配布、ピロリ菌検診は郵送。 

・回 収：令和７年度同様、学校で両方を同じタイミングで回収。 

・同意書：令和７年度同様、検査に同意する者のみ提出。 

（４）令和９年度について（案） 

・検査に同意する者は、同意書を書面またはオンラインにより提出。 

・採尿容器を１本化し、学校検尿とピロリ菌検診（検査に同意する者）を実施。 

 

 

２ 次回委員会 

令和８年７月７日に開催予定 

 検査 

対象者 

検査 

希望者 

１次検査 

受検者 

１次検査 

陽性者 

２次検査 

受検者 

２次検査 

陽性者 

１次検査 

受検率 

Ｒ６ 1,800 人 870 人 774 人 17 人 15 人 10 人 43.0% 

Ｒ７ 1,819 人 1,026 人 1,026 人 28 人 9 人 3 人 56.4% 

2



   

告  辞  
 

卒業生の皆さん、御卒業おめでとうございます。 

小学校６年間の学びを無事終えられ、今ここに、卒業証書を受け

取られました。これは、皆さんが多くの方に支えられ、勉強や運動

に励
はげ

み、努力されてきた結果です。 

さて、皆さんは、このフレーズを覚えているでしょうか。「天ま

でとどけ、一、二、三。」これは、１年生のときに学んだ、仲間と

雲にのって、大空を進む物語「くじらぐも」の一節です。今日
き ょ う

は、

この「くじらぐも」をはじめ、世界中で愛される物語を生み出した、

作家の中川
なかがわ

李
り

枝子
え こ

さんの話をします。 

 中川さんは、『ぐりとぐら』など、生涯で約１００冊もの作品を

世に送り出しました。その中でも、「くじらぐも」には特別な思い

が込められています。 

中川さんのこども時代は、戦争の影響を大きく受けました。戦争

が激しくなると、空襲の危険があり、青空の下
もと

、のびのびと運動を

することさえ許されません。中川さんは、疎開によって、離れ離れ

になった友だちへの思いを募
つの

らせ、よく空を眺めていました。「空

はどこまでもつながっている。雲にのれたら、友だちに会いに行け

るのに。」と想像を膨らませます。友だちや先生のぬくもりを感じ

ながら、笑いあった思い出が、慣れない環境で不安な中川さんを、

励まし、勇気づけたのです。 

こうした経験や思いが、「くじらぐも」の原点となりました。

「くじらぐも」では、青空の下
もと

、こどもたちと先生が手と手を取り

合い、大きな輪をつくる場面があります。これは、戦時中に、中川
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さんが心から願った光景でした。大切な人と笑顔で過ごせる、その

当たり前の喜びを、平和の証として、この物語を書き上げたのです。 

 こうして誕生した「くじらぐも」は、５０年もの長い間教科書に

掲載され、今もなお人々に読み継がれています。 

これから皆さんが歩む道には、自分の力ではどうにもできないよ

うな困難があるかもしれません。しかし、辛いときこそ身近な人の

存在の大きさに、気づくことができるでしょう。中川さんが見上げ

た空のように、皆さんもまた、大切な人とつながっています。その

ことが皆さんを励まし、勇気づけ、困難を乗り越える力となるはず

です。これから先も、様々な出会いや経験を糧に、自分の道を歩ん

でいってください。皆さん一人ひとりが、人生という物語の主人公

です。 

最後になりましたが、今日
こんにち

まで、校長先生をはじめ、諸先生方、

数々の御支援をいただきました保護者の皆様や地域の皆様、関係の

方々に、深く感謝申し上げますとともに、卒業生の皆さんが、健や

かに成長されることを心からお祈りしまして、告辞といたします。 

 

令和８年３月１９日 

                     鈴鹿市教育委員会 
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告  辞  

卒業生の皆さん、御卒業おめでとうございます。 

皆さんは、中学校課程を無事に終えられ、栄
は

えある卒業証書を手

にされました。これは、皆さんが今日
こんにち

まで勉学や心身の鍛錬
たんれん

に励ま

れた賜物
たまもの

であり、喜びもひとしおのことと思います。 

さて、皆さんの中には、勉強や部活動で、自分なりの学習方法や

練習方法を見つけられなかったり、自分の意見が人に伝わらず困っ

たりした経験はありませんか。どうすればこの状況を変えられるで

しょうか。その方法の一つは、失敗を恐れず、もっとよくなるよう

に考え抜く「探究心」を持つことにあります。 

今日
き ょ う

は、この「探究心」を生涯持ち続け、日本の「ものづくり」

界を牽引してきた田宮
た み や

 俊作
しゅんさく

さんを紹介します。田宮さんは、世界

中から注目される模型メーカーのトップとして、模型作りの魅力を

世界に発信し続けました。皆さんの中にも、プラモデルやラジコン

といった模型に夢中になっている人がいるのではないでしょうか。  

田宮さんが手掛けた模型には、「本物に近づけることで模型作り

が何倍も楽しくなる」という強い思いが込められています。そのた

め、田宮さんは、購入した車両を自分で解体して、構造を細かく調

べ上げ、本物の姿を追い求めました。また、こども向けの模型であ

っても妥協せず、細部まで忠実に再現することに徹底してこだわり

ました。 

しかし、最初からこの思いは世間に受け入れられたわけではあり
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ません。こどもたちが求めていたのは、本物に近いことよりも、見

た目の格好よさや、動かす楽しさでした。 

良かれと思って貫いたこだわりが、周囲との隔
へだ

たりを生み、思い

悩む日々が続きました。それでも田宮さんは「本物に近づけて模型

作りを何倍も楽しくする」という信念を持ち続けます。その上で、

誰もが感動できる模型作りとなるように、周囲の意見に耳を傾け、

試行錯誤を重ね、少しずつ人々の心を掴んでいったのです。 

田宮さんは、ただこだわり続けるだけではなく、他者の声に耳を

傾け、様々な方法を繰り返し試
こころ

み、失敗を重ねながら自分が納得

するまで答えを追究していきました。その飽くなき姿勢こそが、田

宮さんの「探究心」でした。 

皆さんはこれから、義務教育という課程を終え、自らの意志で新

しい道を切り拓く段階へと進みます。困難を乗り越えようとすると

き、未知の領域へ踏み出そうとするとき、田宮さんの持ち続けた

「探究心」を胸に、豊かな未来を創り出していってください。 

最後になりましたが、校長先生をはじめ、諸先生方、数々の御支

援をいただきました、保護者の皆様や地域の皆様、関係の方々に、

深く感謝申し上げますとともに、卒業生の皆さんが、健やかに成長

されることを心からお祈りしまして、告辞といたします。 

 

令和８年３月６日            

鈴鹿市教育委員会 
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令和８年度鈴鹿市教育費予算案





1.教育費予算

　(1) 総括 （千円）

国県支出金 地方債 その他

教育費 7,080,408 7,237,146 △ 156,738 1,222,729 130,800 563,785 5,163,094

　(2) 項別内訳 （千円）

金額

7,080,408

2,229,950

1,919,293

715,165

298,104

165,671

1,752,225

　(3) 部局別内訳 （千円）

対前年度
増△減額 増△減率

△ 213,820 △ 3.4%

1,906 5.3%

55,176 6.6%

 本年度
 予算額

 前年度
 予算額

比　較

本年度予算額の財源内訳

特　定　財　源
一般財源

款 項

　教育費

　教育総務費

　社会教育費

　保健体育費

　小学校費

　中学校費

　幼稚園費

教育委員会事務局 6,155,711 6,369,531

区　　分
本年度 昨年度

予算額（案） 予算額

文化スポーツ部 37,996 36,090

こども政策部 886,701 831,525
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2.債務負担行為

期 間

令和8年度から
 令和9年度まで

令和8年度から
令和16年度まで

令和8年度から
 令和9年度まで

令和8年度から
 令和9年度まで

令和8年度から
 令和9年度まで

3.地方債

限度額（千円） 起債の方法 利率 償還の方法

58,200

9,200

63,400

起債の目的

363,000千円

証書借入

年利
　5.0％以内
（ただし、利率見
直し方式で借り入
れる資金につい
て、利率の見直し
を行った後におい
ては、当該見直し
後の利率）

　借入れの日から
据置期間を含めて
25か年以内に償還
する。ただし、市
財政の都合によ
り、償還年限を短
縮又は繰上償還を
なし、若しくは借
換えすることがで
きる。

学 校 給 食 食 材 費

小 学 校 施 設 整 備 事 業

中 学 校 施 設 整 備 事 業

給食センター施設整備事業

学 校 図 書 館 巡 回 指 導 員
派 遣 委 託 料

572,938千円

中学校長寿命化改修事業 247,614千円

事 項 限 度 額

21,450千円

小中学校空調設備整備事業

小学校長寿命化改修事業 94,292千円
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教育費予算案に関する説明書
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２．歳入

(款)14．分担金及び負担金 (項) 2．負担金

本年度

 4. 教育費負担金 6,066 6,229 △ 163

(款)15．使用料及び手数料 (項) 1．使用料

本年度

 9. 教育費使用料 12,200 0 12,200

(款)16．国庫支出金 (項) 1．国庫負担金

本年度

 2. 教育費国庫負担金 352,810 317,620 35,190

(款)16．国庫支出金 (項) 2．国庫補助金

本年度

7. 教育費国庫補助金 139,780 108,550 31,230

目 前年度 比較

目 前年度 比較

目 前年度 比較

目 前年度 比較
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（千円）

 1. 小学校費負担金 3,927 日本スポーツ振興センター共済掛金負担金 3,927

 2. 中学校費負担金 2,085 日本スポーツ振興センター共済掛金負担金 2,085

 3. 幼稚園費負担金 54 日本スポーツ振興センター共済掛金負担金 54

（千円）

1. 小学校費使用料 8,100 学校施設使用料 8,100

2. 中学校費使用料 4,100 学校施設使用料 4,100

（千円）

 1. 教育総務費国庫負担 352,810 子どものための教育・保育給付交付金 175,630

金 子育てのための施設等利用給付交付金 177,180

（千円）

 1. 教育総務費国庫補助 10,853 幼稚園型一時預かり事業費補助金 2,944

金 子ども・子育て支援交付金 3,060

公立学校情報機器整備費補助金 838

リーディングＤＸスクール事業補助金 1,000

定住外国人就学支援事業補助金 3,011

 2. 小学校費国庫補助金 40,567 小学校理科教育設備整備費等補助金 1,600

小学校就学援助費補助金 58

小学校特別支援教育就学奨励費補助金 3,201

学校施設環境改善交付金 33,859

教育支援体制整備事業費補助金 1,849

 3. 中学校費国庫補助金 12,350 中学校理科教育設備整備費等補助金 1,200

節 金額   説明

節 金額   説明

節 金額   説明

節 金額   説明
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(款)16．国庫支出金 (項) 2．国庫補助金

本年度

(款)16．国庫支出金 (項) 3．委託金

本年度

△. 教育費委託金 - 872 △ 872

(款)17．県支出金 (項) 1．県負担金

本年度

 7. 教育費県負担金 147,133 140,093 7,040

(款)17．県支出金 (項) 2．県補助金

本年度

 8. 教育費県補助金 582,866 50,266 532,600

目 前年度 比較

目 前年度 比較

目 前年度 比較

目 前年度 比較
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（千円）

中学校就学援助費補助金 186

中学校特別支援教育就学奨励費補助金 4,941

学校施設環境改善交付金 3,709

教育支援体制整備事業費補助金 462

部活動指導員配置促進事業補助金 1,852

 4. 保健体育費国庫補助 76,010 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 76,010

金

（千円）

 

（千円）

 1. 教育総務費県負担金 147,133 子どものための教育・保育給付事業費負担金 58,543

子育てのための施設等利用給付交付金 88,590

（千円）

 1. 教育総務費県補助金 63,706 幼稚園型一時預かり事業費補助金 2,944

子どものための教育・保育給付事業費補助金 51,423

子ども・子育て支援交付金 3,060

外国人児童生徒受入促進事業費補助金 6,279

 2. 中学校費県補助金 1,852 部活動指導員配置促進事業補助金 1,852

 3. 社会教育費県補助金 2,508 子ども・地域活動推進事業費補助金 2,220

学校支援地域本部推進事業補助金 288

 4. 保健体育費県補助金 514,800 給食費負担軽減補助金 514,800

節 金額   説明

節 金額   説明

節 金額   説明

節 金額   説明
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(款)17．県支出金 (項) 3．委託金

本年度

 6. 教育費委託金 140 0 140

(款)18．財産収入 (項) 1．財産運用収入

本年度

 8. 教育費財産運用収入 316 316 0

(款)18．財産収入 (項) 2．財産売払収入

本年度

 3. 教育費財産売払収入 936 224 712

(款)19．寄附金 (項) 1．寄附金

本年度

 3. 教育費寄附金 140 140 0

(款)20．繰入金 (項) 1．繰入金

本年度

10. 教育費繰入金 91,992 100,558 △ 8,566

(款)22．諸収入 (項) 1．延滞金

本年度

△. 教育費延滞金 - 1 △ 1

目 前年度 比較

目 前年度 比較

目 前年度 比較

目 前年度 比較

目 前年度 比較

目 前年度 比較
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（千円）

 1. 教育総務費委託金 140 人権教育アライメント事業委託金 140

（千円）

 1. 保健体育費財産運用 316 給食センター建物貸付収入 316

収入

（千円）

 1. 保健体育費財産売払 936 不用物品売払収入 936

収入

（千円）

 1. 教育総務費寄附金 120 交通遺児見舞金寄附金 110

教育用物品購入費寄附金 10

 2. 保健体育費寄附金 20 学校給食費管理費寄附金 20

（千円）

 1. 教育総務費繰入金 61,677 すずか応援基金繰入金 61,677

 2. 小学校費繰入金 30,179 すずか応援基金繰入金 30,179

 3. 社会教育費繰入金 136 文化振興基金繰入金 100

すずか応援基金繰入金 36

（千円）

 

節 金額   説明

節 金額   説明

節 金額   説明

節 金額   説明

節 金額   説明

節 金額   説明
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(款)22．諸収入 (項) 5．雑入

本年度

10. 教育費雑入 452,135 927,022 △ 474,887

(款)23．市債 (項) 1．市債

本年度

 6. 教育費市債 130,800 383,100 △ 252,300

目 前年度 比較

目 前年度 比較
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（千円）

 1. 教育総務費雑入 15,038 デジタル基盤改革支援補助金 12,566

雇用保険料個人負担分等 2,472

 2. 小学校費雑入 11,048 太陽光発電売電収入 1,000

日本スポーツ振興センター充当補助返還金 46

日本スポーツ振興センター共済給付金 10,000

小学校私用電気電話料 2

 3. 中学校費雑入 11,953 太陽光発電売電収入 924

日本スポーツ振興センター充当補助返還金 27

日本スポーツ振興センター共済給付金 11,000

中学校私用電気電話料 2

 4. 幼稚園費雑入 200 日本スポーツ振興センター共済給付金 200

 5. 社会教育費雑入 805 市民講座参加料 105

玉垣集会所光熱水費実費弁償金 700

 6. 保健体育費雑入 413,091 太陽光発電売電収入 704

学校給食費 412,360

第二学校給食センター光熱水費実費弁償金 27

（千円）

 1. 小学校費市債 58,200 小学校施設整備債 58,200

 2. 中学校費市債 9,200 中学校施設整備債 9,200

 3. 保健体育費市債 63,400 給食センター施設整備債 63,400

節 金額   説明

節 金額   説明
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３．歳出

（款）10.教育費 （項） 1.  教育総務費

 1. 教育委員会費 17,674 17,703 △29 17,674

 2. 事務局費 658,903 640,269 18,634 13,184 645,719

 3. 教育振興費 1,527,798 1,370,384 157,414 574,642 45,611 907,545

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳
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(千円)

 1. 報酬 3,600 人件費　１人分

 2. 給料 7,824 教育長給料 7,824

 3. 職員手当等 3,639 教育長期末手当 3,639

 4. 共済費 2,232 教育長共済費 2,232

 9. 交際費 40 委員会費

11. 役務費 5 委員報酬 3,600

18. 負担金補助及び交付金 334 委員会交際費 45

市町教育委員会連絡協議会等負担金 334

 1. 報酬 8,020 人件費　４３人分

 2. 給料 317,729 一般職 474,723

 3. 職員手当等 222,718 会計年度任用職員給与等 150,110

 4. 共済費 80,289 教育委員会事務局運営費 948

 5. 災害補償費 25 学校保健事業費 90

 7. 報償費 48 就学時健康診断費 1,905

 8. 旅費 339 就学事務費 30,422

10. 需用費 2,074 就学支援委員会費 705

11. 役務費 883

12. 委託料 24,685

13. 使用料及び賃借料 1,038

17. 備品購入費 630

18. 負担金補助及び交付金 425

 1. 報酬 42,892 私立幼稚園教諭処遇充実・定着化補助 4,342

 2. 給料 57,086 幼稚園型一時預かり事業費 8,835

 3. 職員手当等 17,140 子どものための教育・保育給付事業費 395,564

 4. 共済費 821 子育てのための施設等利用給付事業費 355,291

 7. 報償費 28,435 子ども・子育て支援交付事業費 9,180

 8. 旅費 2,629 私立幼稚園振興費補助 4,649

金額 説明  節
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（款）10.教育費 （項） 1.  教育総務費

 4. 学校建設費 25,575 0 25,575 19,192 6,383

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳
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(千円)

10. 需用費 7,018 特別支援教育推進事業費 2,117

11. 役務費 12,384 教育相談事業費 3,928

12. 委託料 145,246 私学振興費補助 4,088

13. 使用料及び賃借料 425,508 教育情報化推進費 488,472

17. 備品購入費 849 小中学校警備事業費 6,336

18. 負担金補助及び交付金 787,790 物品購入費 10

教員研修活動費 2,395

教育活動費等

教育研究活動費 5,067

水泳授業委託事業費 54,536

国際化教育推進費 42,858

教育研究推進支援事業費 431

未来応援人事業費 311

学校図書館巡回指導費 21,450

学力向上支援事業費 18,204

読書活動推進事業費 3,852

特別支援教育事業費 1,230

学校支援チーム事業費 4,762

学校人権教育費

人権教育研究推進事業費 648

外国人児童生徒サポート事業費

適応支援事業費 43,037

受入促進事業費 10,160

就学支援事業費 9,907

不登校対策推進事業費 25,637

いじめ防止対策推進事業費 501

12. 委託料 25,575 義務教育学校施設整備事業 25,575

金額 説明  節
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（款）10.教育費 （項） 1.  教育総務費

計 2,229,950 2,028,356 201,594 574,642 76,835 1,578,4731,578,473

（款）10.教育費 （項） 2.  小学校費

 1. 学校管理費 1,187,135 1,141,491 45,644 18,413 27,100 23,075 1,118,547

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳
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(千円)

(千円)

 1. 報酬 68,407 人件費　３９人分 279,950

 2. 給料 176,846 学校運営費

 3. 職員手当等 95,494 校医・歯科医・薬剤師等報酬 37,970

 4. 共済費 46,887 会計年度任用職員給与等 4,775

 7. 報償費 90 光熱水費 256,939

 8. 旅費 1,948 校用需用費 35,062

10. 需用費 358,093 健康診断等委託料 14,223

11. 役務費 15,533 施設管理委託料 19,483

12. 委託料 120,614 備品購入費 3,637

13. 使用料及び賃借料 7,062 維持修繕費 9,920

14. 工事請負費 264,637 事務費 15,656

15. 原材料費 616 日本スポーツ振興センター共済掛金 8,467

17. 備品購入費 11,537 日本スポーツ振興センター共済給付金 10,000

18. 負担金補助及び交付金 19,371 施設管理費

施設管理委託料 76,703

維持修繕費 287,852

給食調理室運営費

会計年度任用職員給与等 66,339

光熱水費 16,492

需用費 11,500

施設管理委託料 6,546

備品購入費 7,900

金額 説明  節

金額 説明  節
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（款）10.教育費 （項） 2.  小学校費

 2. 教育振興費 393,805 399,505 △5,700 6,708 30,179 356,918

 3. 学校建設費 338,353 543,474 △205,121 15,446 31,100 291,807

計 1,919,293 2,084,470 △165,177 40,567 58,200 52,710 1,767,816

（款）10.教育費 （項） 3.  中学校費

 1. 学校管理費 285,656 235,680 49,976 18,138 267,518

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳
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(千円)

維持修繕費 12,142

事務費 5,579

 1. 報酬 231,806 教育推進費

 4. 共済費 4,865 義務教育教材費 64,654

 7. 報償費 85 事務費 538

 8. 旅費 12,964 スクールバス運行事業費 39,492

10. 需用費 34,088 就学援助費 34,145

11. 役務費 80 特別支援教育就学奨励費 6,771

12. 委託料 36,769 学びサポート環境づくり事業費 247,915

13. 使用料及び賃借料 2,392 学校保健会等負担金 153

17. 備品購入費 29,806 修学旅行費 137

18. 負担金補助及び交付金 40,512

19. 扶助費 438

12. 委託料 100 河曲小学校施設整備費

13. 使用料及び賃借料 238,886 屋内運動場 27,382

14. 工事請負費 99,367 教育施設環境整備費

普通教室等空調設備整備費 100,991

仮設教室 1,224

屋内運動場空調設備整備費 136,671

学校施設長寿命化・大規模改造事業費 72,085

1,767,816

(千円)

 1. 報酬 27,012 学校運営費

 7. 報償費 60 校医・歯科医・薬剤師等報酬 17,978

金額 説明  節

金額 説明  節
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（款）10.教育費 （項） 3.  中学校費

 2. 教育振興費 252,517 260,153 △7,636 10,493 242,024

 3. 学校建設費 176,992 487,457 △310,465 3,709 9,200 164,083

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳
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(千円)

 8. 旅費 645 会計年度任用職員給与等 9,483

10. 需用費 125,341 光熱水費 98,960

11. 役務費 7,438 校用需用費 14,600

12. 委託料 46,935 健康診断等委託料 7,283

13. 使用料及び賃借料 3,492 施設管理委託料 6,063

14. 工事請負費 55,294 備品購入費 2,240

15. 原材料費 1,624 維持修繕費 7,260

17. 備品購入費 2,240 事務費 7,601

18. 負担金補助及び交付金 15,575 日本スポーツ振興センター共済掛金 4,575

日本スポーツ振興センター共済給付金 11,000

施設管理費

施設管理委託料 33,119

維持修繕費 65,494

 1. 報酬 99,821 教育推進費

 2. 給料 2,558 義務教育教材費 30,212

 3. 職員手当等 726 就学援助費 91,159

 4. 共済費 723 特別支援教育就学奨励費 10,364

 7. 報償費 81 学びサポート環境づくり事業費 99,556

 8. 旅費 5,960 学校保健会等負担金 84

10. 需用費 15,289 部活動振興費 15,102

11. 役務費 843 生徒指導活動費等

12. 委託料 447 チャレンジ１４事業費 932

13. 使用料及び賃借料 387 修学旅行費 447

17. 備品購入費 14,774 部活動地域移行推進費 4,661

18. 負担金補助及び交付金 72,328

19. 扶助費 38,580

12. 委託料 50 教育施設環境整備費

金額 説明  節
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（款）10.教育費 （項） 3.  中学校費

計 715,165 983,290 △268,125 14,202 9,200 18,138 673,625

（款）10.教育費 （項） 4.  幼稚園費

 1. 幼稚園費 298,104 308,648 △10,544 254 297,850

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳
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(千円)

13. 使用料及び賃借料 160,737 普通教室等空調設備整備費 39,560

14. 工事請負費 16,205 屋内運動場空調設備整備費 74,876

学校施設長寿命化・大規模改造事業費 62,556

(千円)

 1. 報酬 40,189 人件費　２８人分 207,849

 2. 給料 128,215 幼稚園運営費

 3. 職員手当等 71,427 園医・歯科医・薬剤師等報酬 3,658

 4. 共済費 34,711 会計年度任用職員給与等 27,559

 8. 旅費 1,630 光熱水費 5,543

10. 需用費 11,421 園用需用費 4,026

11. 役務費 589 健康診断等委託料 145

12. 委託料 5,770 施設管理委託料 85

13. 使用料及び賃借料 532 備品購入費 712

15. 原材料費 48 維持修繕費 596

17. 備品購入費 712 日本スポーツ振興センター共済掛金 75

18. 負担金補助及び交付金 2,860 日本スポーツ振興センター共済給付金 200

事務費 1,483

施設管理費

施設管理委託料 4,952

維持修繕費 4,306

事務費 8

学びサポート環境づくり事業費 36,902

学校保健会等負担金 5

金額 説明  節

金額 説明  節
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（款）10.教育費 （項） 4.  幼稚園費

計 298,104 308,648 △10,544 254 297,850

（款）10.教育費 （項） 5.  社会教育費

 1. 社会教育費 165,671 164,503 1,168 2,508 941 162,222

計 165,671 164,503 1,168 2,508 941 162,222

（款）10.教育費 （項） 6.  保健体育費

 1. 保健体育総務費 72,294 76,651 △4,357 72,294

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳
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(千円)

(千円)

 1. 報酬 5,975 人件費　１２人分 131,491

 2. 給料 68,294 鈴鹿市二十歳のつどい事業費 2,274

 3. 職員手当等 51,654 市民学習活性化事業費 603

 4. 共済費 21,501 全国大会等出場激励金 100

 7. 報償費 2,853 社会教育委員会費 362

 8. 旅費 383 地域家庭教育支援事業費 3,330

10. 需用費 4,410 社会教育関係団体等支援費 2,273

11. 役務費 532 青少年対策推進事業費 100

12. 委託料 5,817 青少年対策諸費 440

13. 使用料及び賃借料 342 健全育成事業費 8,429

14. 工事請負費 1,188 補導活動費 180

18. 負担金補助及び交付金 2,722 安全安心ネットワーク推進事業費 3,284

人権教育センター管理運営事業費 8,939

人権教育センター子どもの居場所づくり事業費 493

コミュニティ・スクール推進事業費 3,373

(千円)

 2. 給料 34,693 人件費　８人分 72,294

 3. 職員手当等 26,112

金額 説明  節

金額 説明  節

金額 説明  節
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（款）10.教育費 （項） 6.  保健体育費

 2. 学校給食センター 657,007 681,633 △24,626 63,400 1,047 592,560

費

 3. 学校給食費 1,022,924 909,595 113,329 590,810 413,316 18,798

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳
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(千円)

 4. 共済費 11,489

 1. 報酬 41,351 人件費　１２人分 80,731

 2. 給料 66,438 管理運営費

 3. 職員手当等 34,378 会計年度任用職員給与等 51,786

 4. 共済費 12,647 光熱水費 52,500

 8. 旅費 1,253 燃料費 29

10. 需用費 131,771 衛生検査手数料 1,394

11. 役務費 1,415 給食運搬等委託料 56,584

12. 委託料 281,974 施設管理委託料 13,174

14. 工事請負費 55,000 維持管理費 4,834

17. 備品購入費 30,696 維持修繕費 3,790

18. 負担金補助及び交付金 84 事務費 422

施設改修費 84,550

第二学校給食センター管理運営費

会計年度任用職員給与等 23,502

光熱水費 55,928

燃料費 52

衛生検査手数料 1,474

給食調理等委託料 172,920

施設管理委託料 37,065

備品購入費 1,146

維持管理費 7,028

維持修繕費 7,258

事務費 840

 8. 旅費 18 学校給食費管理費

10. 需用費 1,009,514 食材調達費 1,008,250

11. 役務費 6,266 事務費 14,674

金額 説明  節
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（款）10.教育費 （項） 6.  保健体育費

計 1,752,225 1,667,879 84,346 590,810 63,400 414,363 683,652

国県支出金 地方債 その他 一般財源
目 本年度 前年度 比較

本年度の財源内訳
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(千円)

12. 委託料 6,537

13. 使用料及び賃借料 339

22. 償還金利子及び割引料 250

金額 説明  節
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令和８年度教育費予算（案） 主な事業について

１ 教育委員会事務局所管事業                   

◆学校給食費管理費／食材調達費 1,008,250 千円【教育総務課】

 （前年度予算額 896,380千円 111,870千円増）

  ・学校給食食材の調達費

◆教育情報化推進費 488,472千円【教育政策課】

（前年度予算額 437,881千円 50,591千円増）

・鈴鹿市教育ＩＣＴ環境整備事業における教育情報ネットワーク等の運用管理。

教育ＩＣＴ基盤の運用、児童生徒用端末の賃貸借、鈴鹿市教育ＩＣＴ支援業務

等

◆義務教育学校施設整備事業費 25,575 千円【教育政策課】

・天栄中学校区の小中学校を再編して令和１４年４月の開校を目指して設置する

義務教育学校を整備していく。

◆教育推進費／スクールバス運行事業費 39,492千円【教育政策課】

（前年度予算額 1,675千円 37,817千円増）

・天栄小学校のスクールバス運行業務委託料等

◆学校施設長寿命化・大規模改造事業費 72,085千円【教育政策課】

（前年度予算額 53,272 千円 18,813 千円増）

  ・長太小学校外壁・トイレほか改修工事等

◆学校施設長寿命化・大規模改造事業費 62,556千円【教育政策課】

（前年度予算額 415,508千円 352,952千円減）

・白子中学校東館ほか改修工事等

◆就学援助費（小学校・中学校） 125,304千円【学校教育課】

（前年度予算額 190,206千円 64,902千円減）

  ・要保護及び準要保護世帯の児童生徒に対し、学用品費等を援助

 ◆学びサポート環境づくり事業費（小学校・中学校） 347,471千円【学校教育課】

（前年度予算額 283,849千円 63,622千円増）

  ・特別支援補助員（介助員・支援員）並びに特別支援教育、少人数指導、複式学
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級及び教科担任制に対応するための非常勤講師を配置

  ・医療的行為を必要とする学校に看護師を配置

◆教育活動費等／水泳授業委託事業費 54,536千円【教育指導課】

（前年度予算額 18,214 千円 36,322 千円増）

  ・水泳授業外部委託に係るスポーツ指導委託料及び貸切バス手配委託料

◆国際化教育推進費 42,858 千円【教育指導課】

（前年度予算額 43,359 千円 501千円減）

  ・外国語指導助手の基本報酬及び英検ＩＢＡ実施に係る学力調査委託費用等

◆外国人児童生徒サポート事業費 63,104千円 【教育支援課】

（前年度予算額 60,524 千円 2,580千円増）

  ・外国人児童生徒等の学力保障のための教育環境整備

  ・外国人児童生徒等が、一定水準の日本語指導を受けられる支援体制づくり

  ・外国人児童生徒への就学支援及び来日して間もない等日本語指導が必要な外国

人児童生徒への適応指導、日本語初期指導等の支援体制の整備

 ◆不登校対策推進事業費 25,637千円【教育支援課】

（前年度予算額 25,330 千円 307千円増）

  ・不登校に至ることが懸念される児童の登校支援等を行うため、小学校にスクー

ルライフサポーターを派遣

  ・中学校の不登校支援、校内教育支援センター（校内サポート教室）での対応、

関係機関との連携に係る支援を行うため、不登校対策教育支援員を中学校に派

遣

  ・学校、スクールライフサポーター、不登校対策教育支援員への助言や、不登校

児童生徒の状況を把握する等、不登校支援に関する様々な業務を行う不登校対

策アドバイザーの配置

  ・教育支援センター（けやき教室、さつき教室）の運営等

  ・長期欠席・不登校児童への支援を行うため、小学校校内教育支援センター「ほ

っとルーム」の設置及び指導員の配置

 ◆コミュニティ・スクール推進事業費 3,373 千円【教育支援課】

（前年度予算額 3,361千円 12千円増）

  ・児童生徒の教育環境の推進を支援するため、小中学校に地域コーディネーター

や学校支援ボランティアを配置

  ・学校運営協議会を要とした教育活動の浸透と充実を図るため、コミュニティ・

スクール推進研修会を開催
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２ 文化スポーツ部所管事業                     

 

◆鈴鹿市二十歳のつどい事業費 2,274千円【文化振興課】 

（前年度予算額 2,274千円） 

  ・鈴鹿市を挙げて 20歳になられた方を励ます目的で二十歳のつどいを実施する。 

◆市民学習活性化事業費 603千円【文化振興課】 

（前年度予算額 517 千円 86千円増） 

  ・市内高等教育機関や企業等と連携した市民アカデミー「まなベル」を実施する。 

  

◆地域家庭教育支援事業費 3,330 千円【文化振興課】 

（前年度予算額 3,213千円 117 千円増） 

  ・地域社会の中でこどもたちの安全な居場所を設け、健やかに育まれる環境づく

りを推進する放課後子ども教室を実施する。 

  ・土曜日の多様な学習環境づくりの一助として「土曜体験学習」を実施する。 

   

３ こども政策部所管事業 

                  

◆施設管理費／施設管理委託料 4,952千円【こども政策課】 

（前年度予算額 3,552千円 1,400 千円増） 

・公立幼稚園の施設設備を管理運営するために必要な点検等を行い、施設設備の

適正な状態の維持を図る。 

 

◆学びサポート環境づくり事業費（幼稚園） 36,902千円【こども育成課】 

（前年度予算額 34,834 千円 2,068千円増） 

・障がいを持つ園児だけでなく、ＬＤ(学習障害)、ＡＤＨＤ(注意欠陥多動性障害)

など、支援を必要とする園児の介助を行うため、特別支援補助員を配置 

 

◆特別支援教育推進事業費 2,117 千円【こども家庭支援課】 

（前年度予算額 2,429 千円 312千円減） 

・発達が気になる児童やその保護者の就学前から就学後への支援や相談を充実さ

せるとともに、児童の支援に携わる学校・幼稚園等の職員のスキルアップを図

るため、研修会等を実施していく。 

・本市と学官連携を行っている皇學館大学の教授を助言者として、保育所（園）

や幼稚園、小中学校等を訪問し、児童観察からアセスメントを行い、支援方法

等の助言を行う。 

・「すずっこスクエア」において、ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニング）を児

童に実施し、相談窓口の一つとして、保護者の不安感の軽減のため、子育て相

談や、就学相談等を行い、就学前から就学後への途切れのない支援及び相談体
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制を充実させる。 

・「すずっこファイル」を新生児全員に配付し、保護者と保育所（園）や幼稚園、

学校、関係機関との支援内容の共有と支援の継続への活用を図る。 
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